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はじめに 

 

活動概況の発刊にあたり、令和元年度の宮古保健所の主な活動をご紹介します。 

健康推進班では、管内感染症指定医療機関と合同で新型インフルエンザ等対策訓練を実

施しました。また、平成 31 年３月に高齢者施設における結核集団感染が判明しており、対

応を継続しています。さらに令和２年１月以降、新型コロナウイルス感染症対策にも取り

組んでいます。 

地域保健班では、令和元年７月に作成された「沖縄県措置入院者退院後支援計画マニュ

アル」に基づき、保健所が主体となり措置入院者を対象に関係機関との連携会議や退院に

向けた環境調整等、精神障害者が地域で安心して生活できるよう支援体制の構築に向けた

取り組みを行いました。 

生活環境班では、狂犬病予防および動物愛護管理について、収容犬猫の殺処分ゼロを目

標に、個人あるいはボランティア団体への譲渡推進に取り組んでいます。令和元年度は、

登録ボランティアへ譲渡する犬猫について、避妊去勢手術やワクチン接種などの初期治療

に対する助成を実施し、殺処分ゼロを達成しました。 

総務企画班では、地域保健法第 11条の規定に基づき、管内市村の地域保健及び保健所の

運営に関する事項を審議するため、宮古保健所運営協議会を開催しました。12 名の委員に

より、「厚生統計調査について」等、４議題について、審議を行いました。 

冒頭で触れた新型コロナウイルス感染症は、その後の感染拡大を受け、保健所も全所体

制で取り組んでいます。現時点で特効薬のない、ワクチンのない（使えない）感染症は、

公衆衛生的対応が主になります。「公衆衛生」とは、聞き慣れないかもしれませんが、人間

社会の健康に関する諸問題に集団的に対応することです。この公衆衛生的対応には、個人

レベル（検査、隔離、追跡）と社会レベル（「病原体（ウイルス）」= 「人」の動きを止め

る）の２つがあり、個人レベルの対応を中心に、時には社会レベルの対応も併用していく

必要があります。 

関係各位の皆様には、引き続きご理解・ご支援の程、よろしくお願いいたします。 

 

                     令和３年２月 

                     沖縄県宮古保健所 

                     所長 宮里 義久                      


